
僧院に預けた。この世での力の放棄である。さら
に子どもたちは力を持たない存在を呈示してい
る。私たちは10年後のＭｨ"sα"dSoﾉdie応におい

て、力の行使がもっと鮮明に描かれ、力の放棄が
もっと自覚的な内的検討を呼び起こしているのを
見出すだろう。
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『海よ、海」におけるボストコロニアリズムの影

塩 田 勉

『海よ、海」には、①イギリスの植民地時代の
記|意を呼びさます語句、②植民地時代への連想を
誘う典拠、③侵略の歴史をきざむ故地、④現代ま
で残りつづける「上から目線」や「支配者意識」
をまとった人物など、いわば「ポストコロニアリ
ズムの影」が散見する。そうした箇所に側鉛を下
ろせば、いずれも深いところに横たわる宗主国意
識の岩床に突き当たり、そこから人物たちを透か
して見ると、見かけとは異なる構図が浮かび上が
る。
①植民地時代の記憶に繋がる章句には、アラビ
アのロレンスヘの言及(175)、「屋敷の一部を植
民地化した」(17)、と言うチャールスの言葉や、
植民地から掠奪した財宝の収蔵庫大英博物館を縮
図にしたようなジェイムズの部屋の詳細な描写
(172-173)がある。ジェイムズの死後、彼が蒐集
した東洋関連の品々も大英博物館に収蔵されてい
る（496,498)。
②植民地時代への連想を誘う典拠には、シェイ
クスピアの『嵐｣、ジェイムズの口癖になってい
るベロックの機関銃賛歌（483）がある。『嵐」の
舞台は、バーミューダ島やパタゴニアが擬せら
れ、プロスペロー（チャールズ）は、機関銃なら
ぬ魔法の杖で、原住民キャリバン（ペリグリン）
や地精エアリアル（リジー）を支配していた。ベ
ロックの機関銃賛歌は、アフリカのオムドウルマ
ンの戦い(1884)以降、イギリスの植民地支配を
決定的にしたころに作られ、機関銃は、帝国の魔
法の杖となっていた。
③侵略の歴史をきざむ故地は、チベットのクン

ブム(172)、インドのデラドゥーン(64)、アフ
ガニスタンのカイバル峠(193)、シリアのダルア
(175）など、かつて大英帝国が食指を伸ばし、侵
略した故地である。作品では、陸軍の情報将校と
なったジェイムズが、これらの土地で暗躍したこ
とが暗示されている（486-487)。
④「上から目線」や「支配者意識」をただよ
わす人物には、演劇界で、「独裁者｣、「タルタル
人」(37)、「ジンギスカン」（399)、と書えられた
チャールズがいる。ハートレーに対するストー
カー行為や位致監禁は、ハートレーが糾弾すると
おりである(300)。しかし、優越者として無意識
に振る舞う態度は、別の形でジェイムズにも見て
取ることができ、チャールズとジェイムズの隠れ
た類似‘性を暴露する。
チャールズは、①ハートレイを支配し、②タイ
タスの命を失わせ、③ペリグリンに罪を犯させた
結果、④演劇界を支配した魔法の杖を捨て、魔術
師プロスペロを廃業する。
ちょうどそのように、ジェイムズも①大英帝国

に奉仕するスパイとしてチベットその他アジアの
民族を支配し、②ミラレパの命を奪い（447)、③
トゥルパやミラレパに祖国を裏切る罪を犯させ
(486-487)、結局、④魔術に堕した神秘主義を
捨て、チベット仏教のワンダーランド(172-173)
を離れるだけでなく、他国を支配した魔法の杖
(機関銃）を捨て、機関銃に象徴される「グリー
ン・ジャケット」の隊員としての経歴に自ら終止
符を打つ（473)。
チャールズとジェイムズという、一見、対照的
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な二人の行動は、意識の底に潜在する支配者意識
のプリズムを通すと、相似形をなす結晶構造を浮
かび上がらせるのである。

使用テキスト
Iris   Murdoch,   The   Sea,刀le   Sea  (London
Chatto & Windus, 1978)。
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テムズ川とアイリス・マードック
平 井 杏 子

マードック文学におけるく水〉の描写が、きわ
めて精綴かつ豊潤であることは夙に知られてい
る。それにも拘わらず一方では、「水を潜り抜け
るとは死を通過するに等しい」（｢水と夢一物質的
想像力試論』1969）というガストン・バシュラー
ルの言と同様に、精神の死と再生という象徴的な
テーマが、過剰に多用されているために、海や川
などの現実界とどこか遊離しているような印象
も、ときとしては拭いきれない。
ここで言うテムズ川とは、Cotswold丘陵の

Thames  Headに源を発し、ロンドンを貫流して
北海へ注ぐ、英国二千年の歴史を両岸に刻む全
長340キロの大河である。歴史害、地理害を企図
したというlerome   K.  JeromeのThree  Men   in
a  Boat (1889)ならずとも、テムズ川を描出す
れば、そこには深い歴史の闇から、何がしかの影
が立ち上がってくるものだが、マードックの小説
には、英国のく時〉を象徴的にせよ遡源する気配
はない。マードックがJeromeのこの本を、ｍｅ
ｓα"αcastle  (1957)の主人公モアの、勉強嫌いの
息子ドナルドの書架に、そっと一冊だけ滑り込ま
せたのには、どのような意味があるのだろう。
テムズ川を描いた作品の一例は、Bruno 's

D彫α腕(1969)である。雨で氾濫したテムズ川の
水が、Battersea Power Stationの対岸にある家に
濁流となって押し寄せ、ブルーノは階段の上から
水中に転落したが、救出されて蘇生し、過去の苦
悩を忘却したうえで、やすらかな死を迎える。
マードックは、ギリシア神話の忘却の川レー

テー(Lethe)を、〈苦悩の忘却〉という主題と結
びつけて書いたのだが、ここでもテムズ川は、た
んなるく水〉でしかないのは、さまざまなく事
象〉の外形的形式から超然とし、〈物質的想像力〉
に意味を見出すという、マードック独自の認識が
あるからで、それはバシュラールが、基本的四元
素（エレメント）の直接的イメージから生まれる
想像力を、〈物質的想像力〉と呼び、事象の外形
に目を奪われがちなく形式的想像力〉よりも原初
的で深いとしたことと同じである。
マードックとテムズ川との関わりは深い。

第一作のUnder the Net (1954)に出てくる
HammersmithとChiswickの河岸は、マードッ
クが子ども時代を過ごした場所であり、後年
はOxfordに居住して、川での泳ぎを楽しんだ。
1956年に、John  Bayleyと結婚したときには、
MarlowのThe   Compleat  Angler  Hotel  (izaak
Waltonの肋e   Complete Angﾉer (1653)ゆかり
のホテル）に泊まる予定だったが、予約ミスで
Henry-on-Thamesに宿泊した。マードックは生
涯テムズの水とともにあったのだ。
だがベイリーは、回想録ﾉrisA  Mをｍoir of

Iris M"ぽoch (1998)で、アイリスには泳ぐこと
ではなく「ただ水へのこだわりがあっただけ」と
述べている。それはたとえばく石〉を、「現実世
界の一部として偶然的に存在するものではなく、
究極のイデアの世界を生きる、プラトン的な形
象」としてとらえたことと同意義なのであろう。
歴史家になりたかったというベイリーの、アイ


